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｢
朝
鮮

旧
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｣

か
ら
牟

左
数
値
皇
帝
鮮
換
年

季

に
よ
っ
て
粛

正
貴

出

し
た
し

の
で
わ
う
け

〔

な
周
甲
の
方

の
琵

口
賢
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b
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L
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涙
に

･
こ

の
年
何

に
於

り
う
日
鮮
官
房

の
海

況
皮
Jd
今
後

の
腎
属
l
L
に

っ
い
て
T3
'
宴

一
美

で
そ

の
茎
葉
t1

惟
一票
主
題

ふ
こ

と
J&
土
暮

ら
か

､
破

口
暴

し
ま
毒
す
.I(

き
重
要
Lnb
事
実

と
し
て

,
行

宮
製
品

の
輸

入
の
唐

和
と
収
上
中

･
殊
に
韓

八

品

の
土
細
分

が
重

富
綿

製

dB
で
あ

う
r
)
と
三
善
サ

･
そ

れ
に

つ

t
L/
t3
茨

の
細

く
転

吉

し
て
る
う
｡

■

統

計
表

r_
J
よ
っ
て
着
実
i1
進
歩

か
覚

ら
れ

う
蟻

に

､
外

畠
品

の
素

人
口

口
車

と

の
賢
帝
か
帝
施
さ
れ
て

比
嘉

あ
ら

は
れ
た
覆
鼻

下
あ
う

｡
¥

し
て

.
r
J
m
甘
鯛
鮮

緑
黄

の
要

望

に
JT
<
合
茨

し
て

ゐ
う
か
ら
だ
と
暦
日
爪
う

ぅ
Lq
つ
て
､

外
国
製
岩
に
対
す
う
需
要
は
所
轄

が
だ
庄
LID
リ
垂

に
土
tTb

う
便
宜

と

･
Jq
リ
安

価
L
)
そ
れ
ら
星
章
帯
出
菓

う
外
宮
と

の
直
接

b
r
亭
主
常
態
す

う
と
K
U
に
麿

柚
す
る
ご
と
が
斯
希

土

末

う

｡

日
壬

の
紺
鮮
車
易

姓
占

と
-.
ふ
形
醇
に

わ
リ
む
が
ら

,
千

の
実
際

上
の
内
容

に
於

て

J
栗

野
綿
製
D
E)
が
大
き

に
日
本
か

ら
紺
群

に
再
輸
出
主
巾

て
ら
う

〓
と
ど

､
駐
在
当
事
国

の
外

tJy
硬
臣
と
し
て
tn
'
深

い
囲

忙
左
寄

せ
n
こ
と
lj
当
祭

の
こ

と
で
あ
っ
て

､
q
,
か
て

､
帝
鮮
貿
易
高

傷

が
広

く
‥J
再
ylJ
机

た
晦
に
t誓

菓
TB)商

DEl
に
JI
す
う
恰

好

の
市
場

と
し
て
多
文

の
相
宿
を
守

t
j
た
こ
と
し
蓋

し
不
思
議

てロ
LT
b
./
C

し

か
し
て

二

刀
鯛
績

｡

J
八
八
二
年

(
開
3,9
十

五

頂
迫

の
巌

流
か
ら

､
即
ち
わ

五
丁
年
に
サ

う
実
績
を
盾

し
て

,
t
B

じ
わ
て

LTbJrtJm
た

し

の
て
わ

う
か

と
り
心
に

･
晒

し
言
及

し
て
ろ
う
拝

LL
､
｢
外
国
品

の
韓

人
は

､
日
本

と

の
腎

nE
.A

ヽ

南

ig
rJJ
m
て
H
美

し

の
こ

と
L
,
わ

っ
て

･
｢
l
の
形

花
は

･.藤

の
別

種

の
転

吉
&

う
L

J
即
う
r
I
と
か
jj
菓

う

〝
即
ち

.
大

隈
女
書

･
A

,
llf
II
五
九

(1
よ

う
と

､
ジ

ャ
パ
ン

､
ゲ
i
J
ツ

ト
板

の
抄
訳
と
易
う
〆

､
〔
rJの
ゲ
世
サ
ト
鰍
d
十
二
EE
ll忘

日
印
.iE

と
あ
う
が
最

か
不
詳
で
わ
う
A
j
か
レ
内
容
か
､姦

塘
す
れ
ば
六
七
六
年
(岬
3,A

冗
)
と
し
て
護
り
あ
う
n
t.
)
)て
爪

に
EI8
台

と

･
外
務
卿

デ
ル
ビ
ー

(
E
lu

Fg
長

)

{九
億
書

に
‥

当

ニ
ケ
hr
何

(
官
房
南
始
皆
未
､筆
舌
詮

)
朝
鮮

(
の
輪

<
艇
蘇

臼

三
と
<
三

二
B
:
に
し
て

･
r*
該

国
q
リ
鯨

光
恵

tj
三
二

〇

四
九
B
:
9

リ

･
日
本

よ
り
相
帯

(
軽
崖
す
う
奇

nB
tB
､

O

CL

pナ
†･ノ

ルストソ
/ケ

過
半
緯

布
､
洋

tE

､

揖

布

等

外
国

の
製

造
物

に
し

て

､
共

栄
日
日
を
官
房

の
半

農
か
小
麦
互
以
T
t
J
リ

･
研
軒
画
の

輪

土
呂
口
重
J
に
牛
痘

､
鞘
鮮
綿
布

(
日
本
人
え

立件む)
･
班

会

･
入
幕

月
が

鼻

腔

の
粒
貨
j:1
リ

.

と
転
吉

さ
れ

､･
日
本
か

ら
鯛
鮮

(
の
輸

出
品
t1

､
当
E

か

- 6-

rI
･

:
～
p
l.



･Ttttt

う
転

(1
禁
固

の
綿
製
品

が
工
P
主
占
め
て

あ
た
二
と
左
終
日

深

く
注
意

し
て
ろ
た

｡
し
か
し
げ
i
J
ツ
ト
験
tB
t
｢
若

レ
今

後

世
界
喜
田
)
と
新
鮮

国

と
の
原
宿
と
開

く
.時

わ
ら
f
B
､
日
本

口
決

し
て
斯

く
の
B
く

一
宇
_二
害
毒

の
施
主
掌
握
す

う
と
等

h
J
卓

''(
皇
日
収
だ
LTb
り
L
と
論

じ
て
あ
う

臭

ケ
ら
す

れ
tfB
･

tK
折
は
殊

に
当
時
に
第

け
さ
華
国
東

の
軒
蘭
で
あ
う

か

､
軸

革

市
場

に
苅
す

う
車

宙

の
蕎

1-
期
痔
長
考
さ

し

･
そ

の
宙
iJ_

日

日
群
貿
易
開
拓
以
圭

の
r
J
と
下
わ

っ
た
わ
け
て
あ
う

｡
か

く
し
て
得

の
印
鮮
貿
易
市
原

に

つ
･.
て

rh
g
,
肥
ロ

ー
外
務
卿

タ

ラ

､/
il
ル
に
t空
J
仁
鞄

苦
善

作
取

に
当

っ
て

､
目
口
昏
思

い
つ
き

下
座

.(

.〇
巾

1iL
L
の
百
日
く
､
提
案

の
経
過

'
棄
宗

主

J
ま
え
T

･
葉
胃
転

昂
市

場

と
し
て
.し
掻
め
て
注

月
す

'.(

き
市
場

と
し
､て

･
D
t
く
ケ
ら
亨

N
Jセ
IIt
て

.,
た
こ
と
'&
明
瞭

LiJわ
う
し

､
r*
)て
い
口

早
休
的
L1
史
粁
L
/
蒔
蛋
了
う
こ
と
7.は

光
束
n

1､
が

J
日
ヰ
在
住

の
華

南
商

人
の
要
望
き

し
と
に
し

た

代
辞
書

と
し
て

の
任
癒

し
売

(ワ
に
軍
し
て
あ
ま

し
c

LiJ
あ

っ
た
と
考
え

て
LQ
い
.

イ

茨

に
)<
二
の
阿
蕎
麦

に

つ
い
て
.考
え
て
み

Lb
う

.

キ

二
春
tl
､
岡
群

に
於

け
う
ど
石
製
bB
打
轟

人
膚

茂
之
各

塵
日
昌
訓

に
転
害

し
て
占

う
･

白

書
鎚
DB
の
感

入
漁

甘

･
五
十
年
同

の
全
輪

<
轟

の
<
分

の

l

百
･解
か
そ

の
う
ち

の
三
入刀
の

一
主
占
め
て
ゐ

う

｡
姓

呂

の
博
打

､
萌

の
軽

<
障
主
星
引

い
た
象

り
の
母
と
人

i
J
三

分

竺

に
当
う
王
寺
主
配
車

し
て
ゐ
う

r
三

が
二

)1
.つ
頭
書

t1
理
貴

下
あ
う
こ

と
に
亡司
附

く

｡
し
か
し
て

･
盤

岩
の
円
等

ヽ

白
証

に
濁
サ
･つ
れ
て
ろ
る
頼

む
物
品

で

~
軒
鮮
在
睦

の
E
を

⊥
同

の
し

の
と
R
j
わ
小
う
と

､
猿
は
線

晒

し
て
ろ

う

･

伸
tj
､
全
般

的
〃
-
賢
通

し
と
し
て

､
今
後
tj
E
手
製
岩

の

よ

り
大
き
n
清
華

tj
斯
欝
と
案
t1

い
と
言

っ
て
ゐ
う
Q

二
m

臼
転

入
昌
tE)で
銅

･
経
基

に

つ
･.-
下
畔
位
相
に

わ
ら
ほ

れ
て

...う
の
は

､
甲
等
靖

'
掃
製
品

の
如
き

､
的
蒔

､
当
痔

の
外

国
腎
局

に
ii'
け
5
日
杏

の
製
品
中

の
持
直

DB
下
お
う
が

､
こ

の
貿
易
rJ
l<LF
て
tD
､
虻
等

の
唐
へ
毒

か
鯛
#
在
徒

の
日
を
人

か

･
前
日
餌
群

の
音

蓑
略
綬

の
み
に
拒
､つ
れ

て
ゐ
う
妻

主
指

摘

し
て

あ
る
易
鰐
か
ら
毒
え
て
L
妥
当

Ln
L
の
と
し
L1
こ
て

は

ゴ
う

Trl)
〓
･

軒

の
蘇

<
に
宿

し
て
ロ

･
祐
臼
何
ら
誕
岬
乏

し
で

ろ
n

･.

｡
し
か
レ
こ
の
飼
軽

<
以
東

は
日
鮮
貿
易
額
環

に
於
け
ら
妻

-7-
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雪
LT7
罪
簸

てわ
っ
た

C
即
ち

､
r
<
七
六
年

二
日

の
目
声

修

好
帳
場

の
締

結

に
碁

き

､
更
に
宮
を

小

1
外
務
大

垂

が
軒
鮮

riJ
施
穿

ち
】
巾
て

･
鹿
商

学

岸
締
結

の
圧
帝
皇
帝

b
T
出
芽
す

う

Lf
当

っ
L/
､
六
日
三
日

､
尊
重

外
務

卿
tB
三
慣
土
､挟
大

臣

{化
に
宮

本

の
携

行
す

.(
き

異
体
案
左

上
申

し
て

ゐ
含

水

･
L
J

の
何
て

餌

に
関
し
て
は

､
｢
某

氏
‥ム
貿
覇

の
刷

に
俄

レ
扱

年

何
日
を

鋼
場
等
左

以
被

の
端
末
将

に
各
県

す
う

の
連

と
同
き

し

と
述

t(

'
〔
頂

謹話

哲

紺
鮮
貿
易
程
度

の
l
肋

と
し
き

フ

と
し
LJ
ゐ
う

｡
こ
れ
は

･
日
群
修
好
候
頬

の
挿
転

に
当

っ
て

･
朝
鮮

軌
か
,ウ
｣
ハ
ナ
僻

の
専
有

か
出
さ
れ
た
が

∴
て
の
)
(
一

候

に

､
師
群

固
在
留

日
奉

官
民
に

.
常

平
韓

介
原

田
を
禁

止

寸

Tm
こ

と

､
と

り
ふ
頃

日
]
か
あ

り

.
こ
れ
口
朝
鮮

別

と
し
て

tj
･
塵
貨
流

土
p
J
専
有

し
た
tL]わ
ti,わ
ら

う
が

･
実
際

に
慮

貨

の
帝
軒

下わ
う
飼
主

(rH
鉄
心
輸

入
に
仰

い
で
る
長
押

群

と
し

て
は
当
錬
小
の
要
掌

下
あ

っ
た

と
し
て
し

､
こ
の
L
l
n
(J
日
手

刷

と
し
て
ロ

･
睡

一
の
垣
UJt
で
わ
う
常

平
年

の
鹿
田

主
筆

iJ

三
小
う
措
葉

､
日
を
人

は
日
田
品

の
購

入
し
妻
障

主

兼
仁
丁

篤
累

と
LTb
っ
て

-
朝
鮮

在
生

の
日
杏
人

へ
商

人

)
に
ロ
敷
島

的

n
n
豊
玉

与
え
う

こ
と
に
OLTbリ
､(
正
代
日
韓

再

標

の
研
究

上
巻

B
九

一
舞
参

照

)
目
口

こヾの
村
LEy寮

と
L
L
J
へ
考

え

ら
1.=ー
仁

の
が

･
r.
ハム
貿
易
皇

軍

し
､
不
芝

は
定
勝
取
と

叛
将

打
市

上

り
敢

(
専
売

し

､
斡

巾
は
射
場

等
五
八
て
雪

に
操

へ

撃

方

と

し

是
等

の
毒

口
人

声
の
比
売
主
舞

う
Jぎ

う
晴

ロ

･
両

国
符
市

多
少

の
川
瀬

主
得

て
以
人

声
宰

bF
刀
貴

帝
王
繍

ふ
当

め

と

h
せ
f
i
切
結
轟

に
fLr
て
曹
L1

く

･
僻

の
年
む

知

の
貨
幣

主

閃

か
す

し
て
均
圭

以

て

'
物
に
換

ふ
う

の
賀
局
と

lTI
T7T
に

唐

鵠

t
J
ん
L

(

誇
嬉
野
訓

)

と

･J
心
ハム
声

易
え
候
梗
善

で
あ

っ

た
･

し
か
れ
Tlj

･

t､
き
統
計

の
天
す
如
KU
飼
藤

へ

の
牲
横
並

び
に
煙
頃

日

､

一
八

へ
二
年
'r

r_
[
至

ry
て
し
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か
レ

.
王

lつ
L
LLI同
展

に
あ
り
コ

か
ら

･
現
実

に
甘

'

一
八
七

四
年

か
ら
耐

か
れ
た

日
鮮
貿
易
両
県
に
_fe
LJ
.甘

､
後

美

の
経
緯
か

ら
し
勢

t-
占

,.
形
経
と
悦
印

し
え
す

､
希
国

の

正
it
交
渉
当
事
毒
連

J
討
嘗
貿
易

に
於

け
急

毒
草

の
額
萎

び

耶
辺

L
Jわ

っ
た

か
と
僅

か

に
葺

知
し
む

か
ら

･
旧
対

雪
藩

圭

の
幕

張
的

3
着

買
主
篭

正
し
え
ネ

･
棉

乗

の
日
韓
重
商
章
窪

tD
､
Jr
写
itl
R
の
生
活
を

絶
tC
す

う
こ
と
L
)
重
き
左
石
NlJ
.

当
へ刀
厚
杜
給
持
去

r=
と
T･8
う

と
し
た

こ
と
ロ

､
㊥
票

田
祈
覆

土

臣
か
ら

三
味
大
J
田
夫

巨
苑

の
日
野
時
短
抹
埠

の
尾

行
運
営

に
騎
す
う
上
申

中

_

～

莱

丹
最
澄
胞

ハム
皆
易
等

ノ
事

ハ
隙
g
i
面
障

二
庵

七

､､/
ク
リ

･
但
従
前

討
州
⊥

買
紺
野

人
民

二
村
･､/
､
高

法

上
某

肥
某

取
囲
斉

怒
萌

=
強

圧
ノ
風
習
丁

リ

･
詣

㌍
編
崩

絹

窟

･･v
T

此
積
等

今
以
痛
疾

ト
サ

リ
容
易

〓
柁

正
シ
乃
ク

キ

件

マ
石

え
良

二
候

･
比
悪
弊

l
溝

で
ザ

レ

..(
､
印
群
lnm
r
弓
シ
〒

･
祈
捺
符

二
従

ヒ
面

目

rT
一
軒

ピ
＼ン
ム
ル
/
斯

ナ

ウ
ル
''(

,ン
､
鼓

二
此
地

二
綴

り

､
茎
分

ノ
内

､
禁

舎

ヲ

綜

立

シ

'

氾
禁

ノ
毒

ハ
隷
地

雷
留
富

岳
庸

二
懲
罰

rr
巌

･ン
直

々
内
地

人
民
転
津

ノ
節

､
u
]
悪
幣

/
伝
染

亡
サ
ル
襟
筋

ー火

取
締
改

正

ノ
卸

如
(刀
串
之
専

候

と
わ
n
r
】
と
か
.il

L甲
つ
か
p
わ
う
L

t
(
出
場
讃
琵
謂

)

更

に

一
番
星
塵

の
LJ
･
帰
一
く
日
韓
通
商
重

賞

の
面

責

の
喝
か

n
さ

と
三
ふ
時
押

(
｣八
日

)

に
当

っ
て

･
寺
島

外
務

郷

か
ら

三
峰
羊
政
文

昏
完

の
真
葉

上
申
甲

に

-
師
恩

の
｢
ハJ
官
局

ノ
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僻
陸
曹
｣

と

=
ふ

の
び
わ

う
が
･

そ

の

中
で

(l
･=
略
)
対
州

=
約

鮮

二
附
止

ノ

一
別
島

二
､ン
テ

･
土
肥
帝

藩

･
官

民
/
米
糠

去

州
的
産

弓
は
拾

ス
ル

二
足

ラ

ス

J
草

案

買

民
ハム
腎

ヨ
リ
得

ル

妙

/
紬

鮮
米

ヲ
衛

星
シ
テ

･
昆

不

･I

定

二
圭
給

ス

･
今

虻
頼
塵

ヲ
斬

,)
晴

ハ
'
仰
そ
れ
洲
中

国

ノ
厘
米

lT
仰

フ
ナ

リ

･
祭

ル

二
島
専

幅
塵

ノ
綾

へ
ダ

ル
晴

等

'
光
臨
.J..T
常

こ
ぼ

貫

､ン

.
富

民
困
苦
基

､ン
キ
事

γ
.T
ト

≡

'
今

柁
市

朝
鮮

ヨ
リ
罵

ル
心
ノ
米
⇒

1

,
年

々
Jr
f
人

胃
へ
竜

辞

r<
ル
括

八

､
托
幣

少

ク

･
官

Dr青
島

ス
ル

ラ
常

ル
ト
三

･
旦

日
本
醗
荷

阿
蘇
交

際
留

易

ニ
付

,
青

ス
怨

ノ

華

甲

ノ

t
半

ヲ
官
印

シ
胃

ル
ビ
L

と
述

べ
ら

れ

て
.,

ラ

嘉

男

か
,Jl
す

う

,U
･
汚
賢

に
出
納
主

峰

STL
r1
茎

t
JJ
日
鮮
賢

易
騎
際

LJ
村
す

う
奉

へ
方

は

､
網

鮮
別

の
的
斯
す

う
形
態

Li,

tj
n
∠

･

む
し
う

･
対

当
崇

R

t=
よ
う
朝
鮮
官

易

の
形
態
左

か

へ
つ
て
垂
善

く
持

っ
操

に
n

っ
た

こ
と
か
昭

か
て

わ
う

･

し

か
し
･
交

渉
主
事

書

で
わ

っ
た
富
を

外
務

大
き

&
,tr1

の

顛

末
詳
録

に
Ll

n
/N

､

米
射
･〔ぺ
便
法

へ
即
す

ハム
好
局

J
維
持

ナ
ル
毒

二
村
.
･
え

ヲ

泊
棄

て
ル
ト

キ

ハ
牡

/
旧
繁
華

沃

/
カ

ヲ
矢

フ
/
ミ

ナ

チ

rT

R
碕
射

ノ
専
売

ヲ
草
シ

､
人

民
自
由

/
売

買

1T
許

可

サ
ル
誓

多
少

下
敷

/
影

響

ヲ
圭

rZ
レ

ハ
､
鞍

nl
り
世

､二
丁

比
章

二
蘇

原

亡

ス

衝

ヨ

リ
モ

∵
一
貿

易

ヲ
峯
Iけ
レ

ハ
,
工

二
事
靖

ヲ
名
ク

･L
J
昌

ラ
語

り
･､/

事

モ
有

り

､
停

レ
穀

テ

旧
章

ヲ
顔
智

で
サ
ル
抹

r+
〓
円
盤

二
談

判

二
度

ハ
ス
､ン
〒

止

Y
ア
リ

(
～.b
.1<P.
Je
fic<
elfr唇

)

と
わ

う

か

･
二
m
t3

･
鞍

か

ら
さ

え
LiJ
昧
書
十
の
幹
を

匝
甘

寸

･

t
TIT
は
8K
零
的

に
ロ
従
案

の
･〔ぺ
最

と
日
章

化
左
京

の
tTQ

I.-
浸
杜
絶

持
貫

で
わ

フ
た

こ

と
が
知

れ
台

｡

9

8
､
1

il
の
挿
LTTb
貞

t
B
､
禿
山

､
仁

川
両
港

刀
商
港
六
)

渉

の
臣
埠

に
し
､
)

LJ
の

l
端
を
窺

ふ

二

乙
か
出
莱

う
.･
即
ち

･
日
群
修

好
修
理

､
)(
五
穀

L
J
よ

う

と

1

1
京

的

臣
藩

主
羅

泰

尚

原
毛

五
追

J
E,g
海

二
テ

■
塵
高

二
便

利
ナ

ル
雇

□

二
周

叶

う
買
主
ク

ル
碓

肥

名

ラ
栖
定

r<
べ
シ

,
同
港

ノ
申

ハ
日
本

唇
明
海

n
年

二
EE
ヨ
リ

(
中

略

〕

む

へ
〒

二
十
慣

R

二
当

ル

ヲ
頼

ト

r(
(
シ

L
と
あ

う
か
ら

-
釜
山

以
外

の

二
つ
の
南
港

塀
T3
'
-h
く
と
し

､

I
八

と
iJ
賢

へ
紺
Lq
十

)
十
日

に
日
向

港

の
運

び
と
コ
う
は

す
で
わ

っ
.
た

か

･.
徐

同

の
締

結
終

･
こ

の
交

渉
t3
少

し
の
進
展

し
巨

世
子

､
利

子

武
重
の
寝

の
望

め
仁
投
荷

t
)
斡

鮮
何
題

は
頼

み
う
隈

が
L1
か

っ
た

こ

と
L
L
L

JJ1
う
か

､
南
港

阿
妻

寸
ら

寺

定
の
再
様

であ
っ
た

.
し
か

し

て

･
I冗
山

の
南
港

百

､

一
八
七

九
年

(
明
治

十

二
)
I
R

に

院
宣

が
tS
立

レ

,
仁

川

の
南
港

臼

､
こ
れ
よ
り
す

っ
と
埋
れ
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て

･

T
ハ
ハ
r
年

〔
網
描
十

g
)
二
日

に
岡
津

が
決
定

さ
れ

た

か

･
-

而

し
て
実

際

の
同
湾
は

･
禿
山
は

f
八
へ
0
年

〔
相
応

十
三

)
十
日

に

.
仁

川
は

･
ノ土
手

の
宴

.J
t
圧

し
て

'
そ

の
南
濃

ロ

､
f
(
<
三
年

(
叩
).q
十
･六
)

l
日

-

こ

の
度

に
開
港
場

の
設
定

か
遅

れ
た

の
日

･
日
群

由
垣
内

の
特

殊

LTn
事
席

し
彩
等

し
て
ゐ

う
か

､
塵

漣
の
理
fEこ
1二
･
朝
鮮
港

湾

に

｢
I,
て
日
本
側

の
経
執

不
足
主
挙

tt
n

く
LJ
は

コ
..h
ね

こ
と

空言
ヨ下しrb∵
(i輪
.東
関州報
鞘…鮎
硝
鰭
)

こ
の
日
本
別

の
餅

鮮
港
湾

に

.頗す
う
誕
裁

不
足
T3

,
rJ
の

時

斯
ヨ
下

の
日
鮮
貿
易

宵
尿

か

-
主

と
し
て
釜

山
ナと
謹
白

し

て
行
ば
れ
た
し

の
で

･
元

山

･
LL
I:
主
開
港
場

と
す

う
管
易

再
度
主

､
折
立

傑
幻

上

の
乾
蛋
校

と
L
LJ
専
和

し
コ

か
ら

､

毘
実

に
は

､
宕
L
l
)L/
の
煙

か
向
か
れ

L
J
ろ
L.I

L1
､
･7
フ
L/
､

T
J
の
〓
潜
8

･
当
､印
か
ら
収
肴

の
し
の
と
L
LJ
ロ
寿

,～
,.rl
仙

9

..
軍
馬
蔚
孫

の
凍

さ

と
深

=
宵
環

か
あ

っ
た

と
易

L/
よ

._

Li,
わ
ら
う

･

吐
岬

'JJ

日
群
貿
易
南
保

に
於
け

う

､
軽

<
品

目

に
.iiJ
〓
て

･
外
国

製
ロE)
'
殊

に
菓

百
製
品

の
日
本

か
ら

C

再
転
土
か

J
換

わ

L
J

昏
十
(
に
行
Tロ
れ
た
こ
と
主
監
目

し
u
r｡hI
-
ケ

て
の
立

場

8

､

斡

群
･市
場

に
対
す

う
苧

垣

の
宙

把
と

示
す

し
■の
と
し

て

･
敢

ク

の
深

い
宍
陳
と
労

え
る

こ

と
で
あ
う

C
南
岸
市
場

か

'
亡

く
冒
陳
富
滞

留

に
入
っ
LLJ際

の
荷

印
ヨ
市
場
L

iJ
う

こ

と
主
群

雪

し
た

鞍

か

.
モ

C
綾

取
年

に

L
LJ
比
乗
牡
勤

と
し
て
転
勤

し

･
軒
鮮
同
線

に
活
躍

し
た
こ

と
u
J
毒
え

う
乙

･
膏

に
深

い

.経
由
主
嘗
N

う
.J
の
が
あ

う
･
ry
･
こ
の
時
鞠

に
.誇
り

今
日

野
営
局
蘭
簾

が

､
半

･
野

の
交
易
形
醍

か
ら
し

,
禾
4
.
古

..

ヽ

市
川
腎
易

の
童
形

呈
漫

JA
+
に

存
在

し
LJ
ゐ
た
こ
と
ロ

.
陸
の

て
事
大
tTT
rl
と

下
あ
っ
て

･

よ､し
ろ

I
r)
爪
晴
鞠

に
.1'g
け
う

日
鮮
簡
保
ロ

､
対
州
宵
易

の
延
長

で
あ

り

･
良
市

･
外
拐
雀

着

艦
印

に
旧
刀

川
悪
妻

の
壱

qtJが

J
穿

く
反
映

し
て
ゐ
tLJ
H

三

3
,.
疎
荷

､
外
安

上

の
由

縁

に
経
清

南

保

か
･
ぴ

っ
た

り

鴨
伴

し

て
行

か
ヨ
か

っ
た

Jd
態
主

眼
瞭

(1
荒
す

し

の
T
h
う
｡

而

し
て

･
ケ
ラ

し
た
笠
活
南

保
ロ

,
日
群
貿

易
額

隼

の
支
局

物
品

の
内
等
王
仔
細

に
令
的

す
う

二
と
_TiD
か
リ

マ
tn
く

･
投

荷

の
属
国
す
う
日
野
外
交

+
,
渉

の
上
に
し

,
こ
れ

左
明
確

に

指
摘

し
う
う
.

狩

じ
て

,
当

時
の
日
本
粒
市

要
路

の
朝
鮮
に
対
す

う
浬
琴

甘

･
決

し
て
雀
妻

一
等

に
煙

+(
う

m
て
享

LLf環

コ

､
腎

易
上

の
常
套

不
可
敵

の
市

傍

や

､
占
舞

,
紀

伝
す

べ
き
村
蒙
放

て

L

L1

く

二
*
会

棲
群
治
溝

と
し
て

の
世
顔

の
苧
材
姥

下
し
=1



チ.!771

∴

二

(

,
対
蔓
の

旧
薄

空

に

iJt
つ
て
琴

土

に
帯

毒

さ

れ
た

貿

易

丙

厚
雌
て

わ
っ
て

･
圭
手

打
要

に

･.
L
J5
3
Li,の
日
群
南
篠

Li

於

tI
て
t3
･
対
葛

の
･ia
星

主
高

く
評

価
す
う
〓
と

し
貢

.

5
箕

当

の
こ

と

で
ロ

八一
日
｡

(
昭
和

≡

十

一
年

十

二
日

)

註
6
)
娼
旧
主
正
斯
挟
ま

､九
六
百
(
(
小
杯
止
崎
共
著

)

患
貨

苗

に
吋
す
う
折
幣

価
格
平

何
奴
字
に
1n
う

.

⑳

宙
教
書
の
訓
の
箇
群
に
ぼ
て
穴
の
成
L1
妃
座
が
あ
う

･

汽

瀬
の
噴
散
t昌

之

iJ
It妻

汽
拒
株
至

芸

に
爵
雪

瓦
(品

高

群
口
神
戸

長

崎
か
ら
所
帯
の
港
f1
定
岬
便

圭
(蛋
)
帆
昭
(
K
7

丁
)t苗

と
金

主
努

長

崎
奮

苗

か
品

等

う妥
警

官

ト
Ŝ
Jiy,首
(gpも
ぺ-vt

富

-
tuJi･L)Ak

と
-
･L
鎧
専-
ト-
監
bqP
CT
Pbm
G--･)

⑳

芹
専
藩更
の
農
具
が
折
市
外
宅

首位
印
LJ
長
政
レ
た
三
言

考

察
Q
､田等
稀

氏

の感
冒

鮮
麻
原
の
質

し

上
卓

上‥八
二
頁
に
見
え
う
･

(
附

託.i
)

車

馬
8号
の
圭
世
主
筆

国
領

事聖
冒

簸
リ毒
葉

に
打
n
'当
時
の
車
際

的
南
俸
A

言

責各
々
の
圧
実
わ

貧
農

段
暗i
,三

応誓
レ
て

､十
の
留
易
等

宙

氏
白
味

の
克
明
r1
の
み
つ
と
わ
た
｡
従
っ
て
主
手
の
裏
蔓
i
LrJ
ふ
障
軒
的
tT
b限
定
し
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